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貨店の創立―」（『生駒経済論叢』第 7 巻 1
号）が、近鉄百貨店阿倍野本店の原点であ
る大鉄（大阪鉄道）百貨店について考察し
ている。大鉄では 1927年にすでに「大阪の
新宿」＝阿部野橋に日用品市場「大鉄アー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ケード」を開いていたが、これが盛況を極
めたために新社長佐竹三吾のもと、その拡
張策として大鉄百貨店を開業する（1937年
に全店開業）。それは先発の阪急百貨店をモ
デルとしたが、女店員養成のために女子実
業学校を設けるなどユニークな面も有して
いた。この百貨店の業績は決して悪いもの
ではなかったが、それでも阪急には大きく
水をあけられており、百貨店史における阪
急の位置を改めて感じさせられる。 
現代と戦前期とでは時代状況はまったく
異なるが、呉服系、電鉄系百貨店の創生期
に、それらが見せた積極的な事業展開の事
例から、現代の百貨店が学びとる点は何か
ないだろうか。 
 
